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市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」

育
児
と
介
護
を
同
時
に
行
い
な
が
ら
、
仕
事
と
の

両
立
を
目
指
す
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
市
独
自

の
支
援
策
と
し
て
、
育
児
と
介
護
を
同
時
に
行
う
ダ

ブ
ル
ケ
ア
世
帯
の
子
ど
も
を
保
育
所
に
入
所
し
や

す
く
し
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
社
会
は
、
少
子
化
と

高
齢
化
の
同
時
進
行
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
、
女
性
の
出
産
年
齢

の
高
齢
化
で
、
子
育
て
と
親
の
介
護

を
同
時
期
に
迎
え
る
こ
と
に
な
る
世

帯
（
ダ
ブ
ル
ケ
ア
負
担
の
世
帯
）
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
こ
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に

直
面
さ
れ
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
と
介
護
に
休
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。こ
れ
が
毎
日
続
き
ま
す
の
で
、

肉
体
的
な
負
担
に
加
え
、
精
神
的
な

負
担
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
の
大
き
な
問
題
で
す
。

　

市
で
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
世
帯
の
子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど
も
が

’1８
10
15
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保
育
所
に
入
り
や
す
く
す
る
独
自
の

支
援
策（
県
内
の
市
で
は
初
と
な
る
）

を
来
年
の
４
月
入
所
か
ら
開
始
し
ま

す
。

　

ま
た
、
育
児
す
る
方
が
居
宅
内
労

働
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
に
居
宅

外
労
働
と
比
べ
て
一
律
に
不
利
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
里
親
の
場

合
も
、
保
育
所
に
優
先
的
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
入
所
判
定
の

基
準
を
見
直
し
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
が
高
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
、
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
野
田
市
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。　

【
問
合
せ
】
保
育
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
７
９
１
２

「
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　　　個性豊かなまちづくりを行う
　　　　人権・平和尊重都市宣言
　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理念に則り、
地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、平和を尊ぶ野田らし
いまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行 50周年の節目の年にあたり、わたした
ちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲章の精神、平和祈念
碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然と歴史を生かした健康な文化都
市を目指すために、ここに野田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・
平和尊重都市」とすることを宣言する　　　　　　（平成 9年 5月5日）

介
護
し
な
が
ら
子
育
て
す
る
方
へ

保
育
所
の
入
所
を
サ
ポ
ー
ト



　市報のだ 平成30年10月15日号
《
報
告
》

平
成
29
年
度
野
田
市
一
般
会
計
継
続

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な　

　

ど

の
撤
去
補
助
を　含
む

　
　

補
正
予
算
案
な
ど
12
議
案
と

　
　
　

議
員
発
議
１
件
を
可
決

　

平
成
30
年
第
５
回
定
例
市
議
会
は
、
８
月
31
日
か
ら
開

催
さ
れ
、
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
や
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
含
む
補
正
予
算

案
な
ど
12
議
案
と
議
員
発
議
1
件
を
可
決
し
、
９
月
26
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
５
回
定
例
市
議
会費

精
算
報
告
書
／
平
成
29
年
度
野
田

市
健
全
化
判
断
比
率
報
告
書
／
平
成

29
年
度
野
田
市
資
金
不
足
比
率
報
告

書
／
専
決
処
分
の
報
告（
２
件
）

《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

野
田
市
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
／
野
田
市
養
育

者
支
援
手
当
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
／
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
／
平

成
30
年
度
野
田
市
一般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）／
平
成
30
年
度
野
田
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）
／
平
成
30
年
度
野
田
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）／
平

成
30
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）／
平
成
30
年
度

野
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）／
平
成
30
年
度
野
田
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）
／
平
成
30
年
度
野
田
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

《
認
定
》

平
成
29
年
度
野
田
市
一般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
／
平
成
29
年
度
野
田
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
／
平
成
29
年
度
野
田
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
／
平

成
29
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
／
平
成
29
年
度
野

田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
／
平
成
29
年
度
野
田
市
次
木

親
野
井
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
／
平
成
29

年
度
野
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
／
平
成
29
年

度
野
田
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

《
追
加
し
可
決
さ
れ
た
議
案
》

野
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
／
平
成
30
年
度
野

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

《
可
決
さ
れ
た
議
員
発
議
》

野
田
市
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
の
制
定

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
３
８
６

　県内で風しんの患者が増加していることから、市
では、妊婦を風しんの感染から守り、生まれてくる
子どもの先天性風しん症候群の発生を予防するため、
風しんの予防接種費用の一部助成を10月から開始し
ました。
　対象は、過去に風しんにかかったことがなく、野
田市助成の風しん予防接種を受けたことがない28歳
以上の市民で、①妊婦の同一世帯、②妊娠を希望す
る女性、③妊娠を希望する女性の同一世帯の、いず
れかに該当する方です。28歳未満でも①②③に該当
する方は、抗体価が低下していることを証明する書
類を提出すれば助成対象になります。助成は、10月1
日から平成31年3月31日日までの接種が対象です。
【問合せ】保健センター☎7125－1188、関宿保健セン
ター☎7198－5011
【ＨＰ検索】1017864

妊婦への感染予防のため
風しん予防接種費の一部を助成

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
産
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ

　

親
子
で
楽
し
め
る
食
文
化
イ
ベ
ン
ト

　

市
民
が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
市
民

自
ら
で
実
現
し
て
い
く
魅
力
発
信
事

業
が
順
次
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
５
弾
と
な
る「
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
産
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ
」は
市
内
飲
食
店

な
ど
が
出
店
す
る
料
理
を
来
場
者
が

味
わ
っ
て
投
票
、
順
位
付
け
し
て
、

野
田
の
食
文
化
を
市
内
外
へ
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
内
容
を
拡
充
し
、
子
ど
も

達
が
食
文
化
に
触
れ
て
野
田
の
魅
力

を
再
発
見
で
き
る
よ
う
キ
ッ
ズ
部
門

（
ブ
ー
ス
）を
設
け
ま
し
た
。

【
日
時
】11
月
18
日
日
９
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】清
水
公
園
花
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

駐
車
場

【
問
合
せ
】Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
産
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局（
野
田
商
工

会
議
所
内
☎
７
１
２
２
‐
３
５
８
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
３
５
７

❷

グルメタレントも登場

魅力発信事業
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調
停
は
、
当
事
者
同
士
が
話
し
合

い
、
お
互
い
が
譲
り
合
っ
て
解
決
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

必
ず
し
も
法
律
に
縛
ら
れ
ず
、
実

ト
ラ
ブ
ル
を
話
し
合
い
で
解
決
す
る

調
停
の
ご
利
用
を

情
に
合
っ
た
円
満
な
解
決
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

裁
判
ま
で
し
て
相
手
と
争
う
の
は

ど
う
か
と
た
め
ら
わ
れ
る
方
も
多
い

で
す
が
、
相
手
と
話
し
合
う
こ
と
な

く
、
い
き
な
り
訴
訟
を
提
起
す
る
と
、

か
え
っ
て
話
が
こ
じ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
相
手
と
話
し
合
っ
て
み
る

調
停
を
試
み
る
と
、
早
期
に
解
決
へ

と
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

調
停
は
、
裁
判
官
の
ほ
か
、
一
般

市
民
か
ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員（
２

人
以
上
）が
当
事
者
双
方
の
言
い
分

を
聴
い
て
歩
み
寄
り
を
促
し
、
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
訴
訟（
裁
判
）に
比
べ

て
簡
単
で
、
費
用
が
安
く
、
よ
り
早

く
手
続
き
が
進
み
ま
す
。
申
し
立
て

は
特
別
の
法
律
知
識
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
自
分
１
人
で
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

な
お
、
家
事
事
件
は
原
則
、
訴
訟

（
裁
判
）の
前
に
調
停
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
両
当
事
者
が
合
意
し
た

内
容（
調
停
調
書
）は
、
訴
訟
に
よ
る

判
決
と
同
じ
効
力
を
持
ち
ま
す
。

11
月
３
日
土
10
時
か
ら
15
時
ま
で
、

欅
の
ホ
ー
ル
で
、
裁
判
所
の
調
停
委

員
に
よ
る「
無
料
調
停
相
談
」を
開
催

し
ま
す
。

相
談
希
望
の
方
は
、
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い（
現
在
裁
判
中
や

調
停
中
の
事
件
は
相
談
で
き
ま
せ

ん
）。

【
問
合
せ
】広
報
広
聴
課
、
無
料
調
停

相
談
は
千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松

戸
支
部
庶
務
課
☎
047（
368
）５
１
４
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
５
５
９

約 1か月後に調停

申立て

農
業
で
独
立
し
た
い
方
へ

　
　

新
規
就
農
を
サ
ポ
ー
ト

農
業
の
後
継
者
不
足
や
土
ぼ
こ
り

の
原
因
と
な
る
遊
休
農
地
が
社
会
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
株
式
会
社
野
田
自
然
共

生
フ
ァ
ー
ム
と
協
働
で
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
市
農
業
の
課
題
で
あ

る
農
業
後
継
者
対
策
と
遊
休
農
地
対

策
を
同
時
に
解
消
す
る
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
若
手
の
新
規

就
農
希
望
者
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

主
な
業
務
内
容
は
、
市
の
ブ
ラ
ン

ド
農
産
物
で
あ
る
枝
豆
を
中
心
と
し

た
野
菜
な
ど
を
、
指
導
を
受
け
な
が

ら
生
産
・
販
売
し
、
最
終
的
に
は
農

業
者
と
し
て
独
立
を
目
指
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
株
式
会
社
野
田
自
然

共
生
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
主
に
野
菜
の

生
産
に
意
欲
の
あ
る
新
規
就
農
希
望

者
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

【
雇
用
形
態
】準
社
員（
フ
ル
タ
イ
ム

研
修
生
）

【
時
給
】千
円

【
就
労
時
間
】８
時
か
ら
17
時（
休
憩

１
時
間
あ
り
）サ
マ
ー
タ
イ
ム
就
労

あ
り

【
そ
の
他
】各
種
諸
手
当
あ
り
で
、
準

社
員
及
び
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
就
業

規
則
に
基
づ
く

【
問
合
せ
】農
政
課
、
就
労
の
応
募
は

株
式
会
社
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム

☎
７
１
５
７
‐
４
２
０
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
９
１
６

呼出状送付

話し合いによる
トラブルの解決

不成立 訴訟など調停成立

申立人 相手方

❸
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❹

野
焼
き
は
禁
止
で
す

野
焼
き
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
焼

却
炉
を
使
わ
ず
、
石
油
缶
や
ド
ラ
ム

缶
、
地
面
に
掘
っ
た
穴
な
ど
で
ご
み
や

落
ち
葉
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
で
す
。

野
焼
き
を
す
る
と
、
煙
や
悪
臭
な
ど

が
大
気
中
に
広
く
拡
散
し
、
近
所
へ
の

迷
惑
と
な
る
ほ
か
、
有
害
物
質
で
あ
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
な
ど
で
健
康

に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
や
、
火
災
の

原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
農

作
業
で
必
要
な
場
合
な
ど
を
除
い
て
、

廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
農
作
業
で
も
、
周
辺
住
民
の
迷
惑
と

な
る
と
き
は
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す

な
お
、
違
反
し
た
場
合
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
か
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
、
ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
剪せ
ん
て
い
し

定
枝
や
落

ち
葉
、
草
は
、
み
ど
り
の
収
集
受
付

へ
回
収
依
頼
す
る
か
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
に
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
ご
み
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
集

積
所
へ
、
事
業
所
の
場
合
は
許
可
業

者
へ
委
託
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】環
境
保
全
課
、
農
政
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
６
５
６

　

市
で
は
、
対
象
世
帯
に
地
震
に

よ
る
家
具
転
倒
を
防
止
す
る
た
め

の
金
具
を
無
償
で
取
り
付
け
て
い

ま
す
。
金
具
は
１
世
帯
に
つ
き
、
５

組（
金
具
２
個
が
１
組
）ま
で
で
す
。

【
対
象
】
金
具
を
自
分
で
取
り
付

け
ら
れ
ず
、
か
つ
、
ほ
か
の
人
の
協

力
も
得
ら
れ
な
い
場
合
で
、
①
65
歳

以
上
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
か
、
②
障

が
い
の
あ
る
方
が
属
す
る
世
帯

※
②
は
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
所
持
者

か
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
A
の
１
、
A
の
２
、
B
の

家
具
転
倒
防
止
器
具
を

無
償
で
取
り
付
け

障
が
い
の
あ
る
方
も
楽
し
く
料
理

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
も
、
料
理
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
障
が

い
者
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
11
月
30
日
金
９
時

30
分
～
13
時
30
分
・
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者
の
方

【
定
員
】
24
人
（
抽
選
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
10
月
31
日
水

17
時
15
分
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

（

７
１
２
３
‐
１
０
９
５
）、
ま

た
は
直
接
障
が
い
者
支
援
課
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
７
９
０
９

水
の
大
切
さ
を
親
子
で
学
ぼ
う

　

生
活
に
欠
か
せ
な
い
安
全
安
心
な

水
の
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
講
義
や
ろ
過
実
験
、
浄
水
施

設
の
説
明
な
ど
を
行
う
親
子
環
境
・

体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
11
月
17
日
土
10
時

～
正
午
・
市
役
所
５
階
511
・
512
会
議
室

【
対
象
】
小
学
生
以
上
の
子
と
保
護
者

【
定
員
】
先
着
20
組

【
申
込
み
】
当
日
会
場
へ

【
問
合
せ
】下
水
道
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
７
８
２
１

1
所
持
者
、
あ
る
い
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
所
持
者
の
方

【
手
続
き
と
問
合
せ
】
①
は
高
齢
者

支
援
課
、
②
は
障
が
い
者
支
援
課
に

申
請
書
を
提
出
（
支
所
や
各
出
張
所

で
も
提
出
可
）。
書
類
審
査
後
、
市
の

職
員
が
器
具
の
取
付
箇
所
を
調
査
す

る
た
め
自
宅
を
訪
問
し
、
そ
の
後
、
委

託
業
者
が
金
具
を
取
り
付
け
ま
す

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
①
は
１
０
１
０
４

４
７
、
②
は
１
０
１
０
４
４
８

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
虐
待
を

目
撃
し
た
ら
市
へ
連
絡

　

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
虐
待
を
受

け
て
い
て
も
自
覚
で
き
ず
、
自
分
か

ら
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
面
を

目
撃
し
た
ら
、
障
が
い
者
支
援
課
へ

の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・立入調査

■関係機関との連携イメージ

　

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
虐
待
を
禁

止
し
て
い
る
障
害
者
虐
待
防
止
法
に

基
づ
き「
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
」の
機
能
を
持
つ
障
が
い

者
支
援
課
は
、
障
が
い
者
へ
の
虐
待

の
通
報
や
届
出
、
相
談
を
受
け
る
と
、

事
実
を
確
認
し
た
上
で
、
解
決
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
へ
の
虐
待
に
は
、
①
家

族
や
親
族
な
ど
の
養
護
者
に
よ
る
も

の
、
②
障
が
い
者
福
祉
施
設
従
事
者

な
ど
に
よ
る
も
の
、
③
雇
用
主
な
ど

の
使
用
者
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
通
報
先
と
問
合
せ
】障
が
い
者
支
援

課
、
職
場
で
の
雇
用
主
な
ど
か
ら
の

虐
待
通
報
は
千
葉
県
障
害
者
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
☎
043（
223
）１
０
１
９

（
平
日
９
時
～
17
時
）

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
３
１
６
７
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買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
、
パ
ル

シ
ス
テ
ム
千
葉
と
協
働
で
運
行
す
る

移
動
販
売
車「
ま
ご
こ
ろ
便
」は
、
市

内
37
か
所
の
停
留
所
で
生
鮮
食
料
品

や
総そ
う
ざ
い菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
各
コ
ー
ス
を
週
２
回
巡
回

　
「
ま
ご
こ
ろ
便
」の
各
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
巡
回
は
、「
関
宿
北
部
・
中
部
コ
ー

ス
」
が
月
曜
日
と
木
曜
日
、「
川
間
・

関
宿
南
部
コ
ー
ス
」
が
火
曜
日
と
金

曜
日
、「
東
南
部
・
福
田
コ
ー
ス
」

が
水
曜
日
と
土
曜
日
の
週
２
回
で
す
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
近
く
に
来
る
と
車

か
ら
音
楽
を
流
し
、「
ま
ご
こ
ろ
便
」

の
到
着
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
20
分
か
ら

30
分
程
度
停
車
し
て
販
売
し
ま
す
。

◆
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
注
文
販
売
も

　
「
ま
ご
こ
ろ
便
」
は
米
や
飲
料
水

な
ど
重
い
商
品
や
注
文
商
品
を
、
ご

自
宅
に
届
け
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

配
送
料
は
１
回
100
円
で
す
が
、
購

入
金
額
が
２
千
円
以
上
の
場
合
は
無

料
で
す
。
配
達
日
は
在
庫
状
況
に
よ

り
、
最
大
で
３
日
後
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

関
宿
地
域
へ
の
配
達
は
、
月
曜
日

の
み
で
す
。

　

ま
た
、
購
入
し
た
い
品
物
を
注
文

い
た
だ
き
、
次
回
の
巡
回
時
に
販
売

す
る「
注
文
販
売
」も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】商
工
観
光
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
６
６
０

寝
た
き
り
を
防
止
す
る
体
づ
く
り

　

骨
密
度
を
測
定
し
、
骨
密
度
の
向

上
に
必
要
な
運
動
や
食
事
を
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
が
指
導
す
る
「
骨
太

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
者
に
は
、
習
慣
的
な
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
が
わ
か
る
食
事
診
断
も

行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
11
月
14
日
水
９
時

30
分
～
11
時
30
分
・
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】40
歳
～
64
歳
の
市
民

【
定
員
】
先
着
25
人

【
内
容
】
骨
密
度
測
定
、
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
講
話
、
運
動
実
技
、

骨
量
ア
ッ
プ
の
た
め
の
食
事
の
講
話
、

レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食

【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、
健
康
手
帳

（
な
い
方
は
当
日
に
発
行
）、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
格
好
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
み
と
問
合
せ
】10
月
22
日
月
９

時
か
ら
電
話
か
直
接
、
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
５
‐
１
１
８
８
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
５
７
７

移
動
販
売
車「
ま
ご
こ
ろ
便
」

近
所
で
便
利
に
お
買
い
物

市
民
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

市
内
の
市
民
活
動
を
支
援
し
よ
う

と
、
一
定
要
件
を
満
た
す
団
体
を
対

象
に
、
運
営
や
自
立
強
化
の
た
め
の

経
費
へ
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
内
容
】◎
組
織
基
盤
強
化
支
援
＝

対
象
経
費
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

（
上
限
額
は
10
万
円
）を
設
立
後
５
年

未
満
の
団
体
に
補
助
、
◎
事
業
発
展

支
援
＝
対
象
経
費
の
80
パ
ー
セ
ン
ト

以
内（
上
限
額
は
20
万
円
）を
設
立
後

５
年
以
上
の
団
体
に
補
助

【
応
募
資
格
】野
田
市
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
で
、
市
内
に

事
務
所
ま
た
は
活
動
の
場
所
が
あ
り
、

構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
団
体
の
運

営
に
関
す
る
定
款
ま
た
は
規
約
を
定

め
て
い
る
こ
と

※
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
詳
細
は
配

布
す
る
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い【
募
集
要
項
】11
月
１
日
木
か
ら
市

民
生
活
課
窓
口
で
配
布

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市
民
活
動
」ペ
ー

ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
説
明
会
】11
月
６
日
火
15
時
か
ら

市
役
所
８
階
旧
レ
ス
ト
ラ
ン
会
議
室

で
。
希
望
者
は
当
日
会
場
へ

【
申
込
み
と
問
合
せ
】募
集
要
項
を
確

認
し
必
要
書
類
を
添
え
て
平
成
31
年

１
月
31
日
木
17
時
ま
で
に
市
民
生
活

課
へ（
土
・
日
・
㊗
・
年
末
年
始
を

除
く
）

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
４
６
５

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

10
月
21
日
日
に
イ
オ
ン
ノ
ア
店

南
側
駐
車
場
で
開
催
す
る「
防
災

フ
ェ
ア
」で
は
、
体
験
や
見
学
に

加
え
、
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
や
住

宅
耐
震
化
相
談
、災
害
時
の
ガ
ス
・

通
電
火
災
対
策
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
で
き
る
準
備
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】防
災
安
全
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
７
８
１
１

イ
オ
ン
ノ
ア
店
で「
防
災
フ
ェ
ア
」

高
齢
者
が
で
き
る

仕
事
を
提
供

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
方
が
、
自
ら
の
経
験
や
知
識
を

活
用
し
た
仕
事
を
通
し
て
、
生
き
が
い

の
充
実
を
図
り
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
た
め
の
会
員
制
組
織（
約
750
人
）で
す
。

受
注
業
務
は
、
簡
単
な
大
工
仕
事

や
ふ
す
ま
張
り
、
草
刈
り
、
庭
木
の

手
入
れ
な
ど
で
、
危
険
・
有
害
・
高

所
の
作
業
は
基
本
的
に
行
い
ま
せ
ん
。

入
会
資
格
は
60
歳
以
上
の
市
民
で
、

入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
説
明
会（
偶

数
月
開
催
）参
加
後
に
入
会
手
続
き

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
人
手
が
足
り
な
い
業
務
の

補ほ
て
ん填

や
、
家
庭
の
困
り
ご
と
な
ど
、

仕
事
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】公
益
社
団
法
人
野
田
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
‐
２

３
０
０（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
問
合
せ
】高
齢
者
支
援
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
２
０
４
５
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◆
あ
し
ぶ
み
ラ
ダ
ー
・
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
体
操
教

室

10
月
23
日
火
10
時
30
分
～
正
午

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
「
は
つ
ら
つ
・
ゆ

う
み
い
」
で
。
先
着
20
人
。
当
日
会

場
へ
。
問
同
サ
ロ
ン
☎
７
１
９
７
︲

２
１
３
３
（
10
時
～
15
時
）

◆
親
子
リ
ズ
ム
小こ
ぐ
み組

無
料
体
験
会

10
月
27
日
土
10
時
30
分
～
正
午
北
部

公
民
館
で
。親
子
で
リ
ズ
ム
体
操
。未

就
学
児
と
保
護
者
。当
日
会
場
へ
。問

岩
岡
☎
090
︲
２
６
３
４
︲
２
３
２
９

◆
市
民
会
館
で
各
種
講
座

①
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
連
続
講
座
…
10
月

28
日
日
、
11
月
３
日
土
13
時
～
16

時
。
曲ま
が
り
お尾

実
氏（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）に
よ
る「
な
り
ゆ
き
で
な
い

人
生
を
切
り
開
こ
う（
第
２
回
・
第

３
回
）」。各
先
着
20
人
。200
円
。②
寺

子
屋
講
座
…
11
月
４
日
日
13
時
30
分

～
15
時
30
分
。野
田
の
て
ん
と
う
虫

を
守
る
会
に
よ
る「
と
れ
た
て
の
和

わ
た
で
糸
を
紡
い
で
み
よ
う
」。先
着

20
人
。500
円（
高
校
生
以
上
の
学
生
250

円
）。い
ず
れ
も
申
込
み
は
10
月
20
日

土
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
郷
土

博
物
館
☎
７
１
２
４
︲
６
８
５
１
・

７
１
２
４
︲
６
８
６
６
へ

◆
社
交
ダ
ン
ス
体
験
講
習
会

10
月

28
日
～
11
月
18
日
の
日
15
時
～
16
時

20
分
七
光
台
会
館
で
。全
４
回
。初
心

者
。先
着
10
人
。千
円
。運
動
靴
持
参
。

申
込
み
は
10
月
20
日
土
～
24
日
水
に

齊
藤
☎
090
︲
８
０
４
０
︲
０
４
０
６
へ

◆
書
道
を
楽
し
む
た
め
に

10
月
30

日
火
13
時
30
分
～
15
時
30
分
中
央

公
民
館
で
。
写
経
の
講
義
と
体
験

会
。
当
日
会
場
へ
。
問
向
後
☎
090
︲

３
８
１
６
︲
２
５
０
８

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
各
種
教

室

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
…

11
月
２
日
～
23
日
の
金
19
時
～
21

時
。
千
540
円
。
②
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

…
11
月
６
日
～
27
日
の
火
10
時
30
分

～
11
時
30
分
。
女
性
。
２
千
50
円
。

い
ず
れ
も
全
４
回
。
20
歳
以
上
。
①

は
ラ
ケ
ッ
ト
、
②
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持

参
。
申
込
み
は
電
話
か
直
接
同
館
☎

７
１
９
８
︲
８
５
０
０
へ

◆
ス
ト
レ
ス
解
消
ヨ
ガ

11
月
６
日

～
平
成
31
年
３
月
19
日
の
隔
週
火
17

時
30
分
～
18
時
30
分
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。全

10
回
。市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

25
人（
抽
選
）。５
千
円
。申
込
み
は
10

月
31
日
水
ま
で
に
電
話
か
直
接
野
田

公
民
館
☎
７
１
２
３
︲
７
８
１
８
へ

◆
フ
リ
ー
英
会
話
講
座

11
月
８
日

～
29
日
の
木
14
時
～
15
時
30
分
総
合

福
祉
会
館
な
ど
で
。
全
４
回
。
10
人

（
抽
選
）。
４
千
円
。
申
込
み
は
10
月

26
日
金
必
着
で
往
復
は
が
き（
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
☎
・
講
座
名
を

明
記
）で
、
〒
278
︲
８
５
５
０
鶴
奉

７
︲
１
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課
内

国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。
問
後
藤

☎
090
︲
６
５
３
６
︲
４
１
３
９

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
レ
ッ
ス
ン

11

月
13
日
、
20
日
の
火
19
時
～
21
時
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）で
。
全
２
回
。
50
歳
代
ま
で

の
女
性
。
千
円
。
申
込
み
は
10
月
20

日
土
か
ら
前
日
ま
で
に
林
☎
080
︲
５

０
０
５
︲
３
５
３
９
へ

◆
野
田
市
民
シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

11
月
18
日
日
15
時
～
16
時
総
合
公
園

庭
球
場
で
。
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
初
心
者
の
方
。
先
着
10
人
。
200

円
。
申
込
み
は
10
月
20
日
土
～
11
月

４
日
日
に
野
田
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務

局
（
川
間
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

内
）
☎
７
１
２
９
︲
１
０
５
５
へ

◆
普
通
救
命
講
習
会

12
月
15
日
土

９
時
～
正
午
総
合
公
園
体
育
館
で
。

中
学
生
以
上
。
先
着
30
人
。
申
込
み

は
10
月
20
日
土
～
12
月
９
日
日（
火

を
除
く
）に
直
接
同
館
窓
口
へ
。
問

同
館
☎
７
１
２
５
︲
１
１
５
５

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田

10
月
23
日

火
聖
華
未
来
の
こ
ど
も
園
、28
日
日

総
合
福
祉
会
館
、30
日
火
南
部
梅
郷

公
民
館
、11
月
４
日
日
関
宿
中
央
公

民
館
で
。９
時
30
分
～
正
午
（
23
日
の

み
10
時
～
正
午
）。お
も
ち
ゃ
の
修
理
。

部
品
代
は
実
費
負
担
。当
日
会
場
受

付
。問
小
菅
☎
７
１
２
４
︲
１
６
４
７

◆
大
丈
夫
？
私
た
ち
の
自
由

10
月

27
日
土
13
時
30
分
～
16
時
30
分
中
央

公
民
館
で
。Ｄ
Ｖ
Ｄ「
自
由
は
こ
う
し
て

奪
わ
れ
た
～
治
安
維
持
法
10
万
人
の

記
録
」上
映
と
懇
談
。当
日
会
場
へ
。問

富
村
☎
７
１
２
５
︲
４
１
５
３

◆
野
田
芽
吹
学
園
祭

10
月
28
日
日

10
時
30
分
～
14
時
30
分
。福
田
中
吹

奏
楽
部
や
福
田
女
性
会
の
踊
り
、バ

ザ
ー
な
ど
。当
日
会
場
へ
。問
同
園
☎

７
１
３
８
︲
２
１
８
１

◆
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
in
と
う
か
つ

10
月
28
日
日
13
時
30
分
～
16
時
松
戸

特
別
支
援
学
校
で
。
医
療
的
ケ
ア
児

や
慢
性
疾
病
児
童
が
参
加
で
き
る
子

ど
も
遊
び
な
ど
。
申
込
み
は
事
前
に

東
葛
地
域
医
療
的
ケ
ア
連
絡
協
議
会

事
務
局
☎
047
（
309
）
７
６
７
７
へ

◆
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど

①
み
ん
な
で
楽
し
む
秋
の

お
は
な
し
会
…
10
月
28
日
日
13
時

30
分
～
15
時
。ア
ジ
ア
各
地
の
昔
話

の
語
り
。５
歳
以
上
。先
着
40
人
。当

日
会
場
へ
。②
講
演
会「
認
知
症
の

早
期
発
見
と
進
行
を
遅
ら
せ
る
生

活
習
慣
」
…
11
月
４
日
日
14
時
～
16

時
。先
着
40
人
。申
込
み
は
10
月
21
日

日
か
ら
電
話
か
直
接
北
図
書
館
☎

７
１
２
９
︲
８
８
１
１
へ

◆
童
謡
の
会

10
月
28
日
日
13
時
30

分
～
15
時
30
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
。「
秋コ

ス
モ
ス桜
」や「
小
さ
い

秋
」な
ど
。
800
円
。
当
日
会
場
へ
。

問
清
水
☎
７
１
２
２
︲
３
９
５
１

◆
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
「
元
気
」
利

用
者
展
示
会

10
月
29
日
月
～
11

月
２
日
金
10
時
～
15
時
（
最
終
日
は

14
時
ま
で
）。絵
手
紙
や
手
芸
品
な
ど

約
50
点
。問
同
サ
ロ
ン
☎
７
１
３
７
︲

９
５
２
１
（
10
時
～
15
時
）

◆
福
田
公
民
館
で
イ
ベ
ン
ト

①
子

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ひ
ろ
ば
…
11
月
３

日
土（
荒
天
時
は
４
日
日
）10
時
～
15

時
。ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
や
餅
つ
き
、乗
馬

無
料
体
験
な
ど
。当
日
会
場
へ
。②
福

田
地
区
歩
け
歩
け
大
会
…
11
月
11
日

日（
荒
天
時
18
日
日
）８
時
30
分
受

付
。同
館
を
ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
す

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。５
キ
ロ
と
10
キ

ロ
。小
学
生
以
上
。各
先
着
230
人
。申

  

イ
ベ
ン
ト

  

講
座
・
教
室
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７
１
２
５
︲
３
２
７
４
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
田
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
・
野
田
か
る
た
大
会

12
月
１
日
土
９
時
～
正
午
（
午
前
の

部
）、13
時
～
16
時
（
午
後
の
部
）
総

合
公
園
体
育
館
で
。個
人
戦
と
団
体
戦

（
３
人
１
組
）。小
学
生
。各
先
着
60
人
。

１
人
200
円
。申
込
み
は
10
月
20
日
土

～
11
月
19
日
月
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス（
住
所・氏
名・年
齢・☎・希
望
の
部・

個
人
戦
か
団
体
戦
希
望
を
明
記
）
で

〒
278
︲
０
０
４
２
吉
春
184
︲
12
渡
辺

７
１
２
４
︲
６
６
１
７
へ
。問
渡
辺

☎
090
︲
７
８
２
２
︲
８
５
１
２

◆
東
部
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会

12
月

２
日
日
８
時
～
正
午
東
部
中
学
校
で
。

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
の
部
。
申

込
み
は
11
月
１
日
木
～
25
日
に
東
部

公
民
館
☎
７
１
２
２
︲
４
２
０
２
へ

込
み
は
10
月
20
日
土
～
11
月
１
日
木

（
土
の
午
後
、
月
を
除
く
）に
同
館
☎

７
１
３
８
︲
２
４
０
７
へ

◆
渡
辺
千
恵
子
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

11
月
３
日
土
14
時
～
15
時

30
分
欅
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。野
田

市
出
身
の
演
奏
家
に
よ
る
ド
イ
ツ
や
日

本
の
歌
曲
。中
学
生
以
上
。５
千
円
。申

込
み
は
11
月
２
日
金
ま
で
に
筒
井
☎
７

１
２
４
︲
９
７
１
０
へ

◆
清
水
公
園
探
鳥
会

11
月
４
日
日

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。正
午

解
散
予
定
。小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）。先
着
25
人
。200
円
。双

眼
鏡
な
ど
観
察
用
具
・
筆
記
具
・
水

筒
持
参
。当
日
会
場
へ
。問
田
中
☎
７

１
２
３
︲
２
８
１
３（
18
時
以
降
）

◆
ツ
イ
ン
マ
ザ
ー
交
流
会

11
月
８

日
木
10
時
～
正
午
市
役
所
８
階
大
会

❼

議
室
で
。情
報
交
換
や
親
子
あ
そ
び
。双

生
児
、多
胎
児
を
妊
娠
中
や
子
育
て
中

の
保
護
者
と
子
。申
込
み
は
10
月
22
日

月
～
11
月
１
日
木
に
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１
︲
３
０
３
１
へ

◆
野
田
も
の
知
り
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う

11
月
11
日
日
10

時
～
15
時
欅
の
ホ
ー
ル
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。
ク
イ
ズ
10
問
の

体
験
。
小
学
生
以
上
。
当
日
会
場
受

付
（
時
間
内
自
由
参
加
）。
問
佐
々

木
☎
７
１
２
９
︲
２
４
３
８

◆
の
だ
ス
ポ
レ
ク
卓
球
交
流
大
会

11
月
18
日
日
９
時
～
17
時
関
宿
総
合

公
園
体
育
館
で
。
個
人
参
加
で
団
体

戦
。中
学
生
以
上
。先
着
150
人
。700
円
。

ゼ
ッ
ケ
ン
・
昼
食
持
参
。
申
込
み
は

10
月
20
日
土
か
ら
フ
ァ
ク
ス
で
庄
司

☎
090
︲
２
４
６
３
︲
５
４
８
５
・

犯 罪 発 生 件 数
本年の発生件数：699 件　前年比（－206件）
空き巣 31 件　　  （－10 件）　　忍び込み 18 件（－7 件）
ひったくり 4 件    （± 0 件）    自動車盗 41 件（+14 件）
自転車盗 169 件    （－67 件）   車上狙い 71 件（－9 件）
その他 365 件      （－126 件）
野田警察署管内（平成 30年 9月 30日現在の暫定件数）

交 通 （人身） 事 故
本年の発生件数 :291 件　前年比（－18件）
死亡者 8 人（＋ 5 人）　　   　負傷者 352 人（－34 人）
野田警察署管内（平成 30年 9月 30日現在の暫定件数）

火　災　件　 数
9 月の発生件数：4件　30 年累計（32 件）
建物火災 3 件（18 件）　　林野火災 0 件  （1 件）
車両火災 0 件（2 件）　　そ の 他  1 件  （11 件）

◎社会福祉施設整備基金に…▶ 48,876円
＝りんどう歌謡学園様▶43,105円＝野田市関
宿地区アマチュアゴルフ大会会長逆井喜市様
◎交通遺児指定寄附金に…▶ 50,000 円＝
千葉県自動車整備振興会野田支部支部長
鈴木正勝様

シリーズ・

◆
野
田
失
語
症
友
の
会

11
月
５
日

月
13
時
30
分
～
15
時
30
分
中
央
公
民

館
で
。
言
語
療
法
。
失
語
症
本
人
と

家
族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎

７
１
２
９
︲
１
６
５
５

◆
法
務
専
門
家
に
よ
る
相
続
無
料
相

談
会

11
月
14
日
水
13
時
～
16
時
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）で
。
先
着
３
人
。
資
料
持
参
。

申
込
み
は
10
月
22
日
月
～
11
月
９
日

金
に
染
谷
☎
７
１
１
５
︲
８
１
６
４
へ

◆
違
反
建
築
防
止
週
間

10
月
15
日

月
～
21
日
日
は
違
反
建
築
防
止
週

間
。
所
有
建
築
物
が
法
に
適
合
し
て

い
る
か
確
認
を
。
一
斉
公
開
建
築
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
問
都
市
計
画
課

建
築
指
導
担
当

◆
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

案
縦
覧

10
月
15
日
月
～
29
日
月（
土・

日
を
除
く
）
都
市
計
画
課
で
。
期
間
中

は
意
見
書
の
提
出
可
。
問
都
市
計
画
課

◆
と
ん
と
ん
み
ず
き
橋
に
係
る
説
明

会

10
月
28
日
日
14
時
～
15
時
30
分

南
部
梅
郷
公
民
館
で
。撤
去
後
の
市
の

考
え
方
の
説
明
と
意
見
の
聞
き
取
り
な

ど
。問
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課

◆
原
爆
被
爆
二
世
健
康
診
断

平
成

31
年
２
月
28
日
木
ま
で
被
爆
二
世
健

康
診
断
委
託
医
療
機
関
で
。
被
爆
者

の
実
子
で
県
内
在
住
者
。
申
込
み
は

１
月
31
日
木
ま
で
に
封
書
（
住
所
・

氏
名
・
☎
・
生
年
月
日
・
被
爆
者
で

あ
る
親
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

被
爆
者
健
康
手
帳
番
号
を
明
記
）
で

〒
260
︲
８
６
６
７
千
葉
県
健
康
福
祉

指
導
課
☎
043
（
223
）
２
３
４
９
へ

 

相
談
・
そ
の
他

◎
千
葉
県
最
低
賃
金
が
895
円
に
…
10
月
１
日
か
ら
県
内
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
千
葉
県
最
低

賃
金
が
時
間
額
895
円
（
従
来
は
868
円
）
に
改
正
。
問
千
葉
労
働
局
賃
金
室
☎
043
（
221
）
２
３
２
８

身体の“熱”の発生源は筋肉
筋肉の役割は、重い荷物を持ち上げたり、
走ったり、体を動かすだけではありません。私
たちが生きるために必要な、“熱”を発生させ
るという重要な役割を担っています。筋肉は
安静にしていても、たくさんのエネルギーを
消費します。また、もちろん運動をすることで
エネルギーを消費する際にも多くの熱を産生
します。その熱エネルギーによって、体の細胞、
器官、組織が適正に働く温度、すなわち平熱
（36～37度）が保たれているのです。
体温、特に身体の内部（核心部）の温度を一
定に保つことは私たちの生体防御反応として非
常に重要です。筋肉はそのためにも１日中働いて
います。加齢や運動不足で筋肉が少なくなると、
体温は上がりにくくなり
ます。これから寒い季
節になりますが、負け
ずに運動をしましょう。
（監修：東京理科大
学・柳田信也准教授）

【HP 検索】1017562



長年に渡り、自宅で義
父（亡夫の父親）の療

養看護をしていますが、将
来、亡くなった場合、相続
人でない私は、遺産を受け
取ることはできますか。

現行の民法は、被相続
人の療養看護などによ

り、財産の維持または増加に
多くの貢献をしてきた方に
は、法律上、寄与分と言わ
れる権利が認められていま
す。寄与分が認められるの
は相続人のみです。
　なお、平成 30 年 7 月 6
日に成立し、7 月 13 日に
公布された「民法及び家事

事件手続法の一部を改正す
る法律」では、被相続人に
無償で療養看護などをし、
財産の維持または増加に特
別の寄与をした被相続人の
親族（相続人などを除く）
の「特別寄与者」に関し、
規定が設けられました。
　相続の開始後、相続人に
対し、特別寄与者の貢献に
応じた額の金銭「特別寄与
料」の支払いを請求できる
ようになります。
　同法はまだ施行されてい
ませんが、公布から 1 年以
内に施行することになって
います。

≪相談≫数年前、息子が借金したまま家出し、
現在行方がわかりません。昨年より、債権回収
業者から息子の連絡先を教えるか借金を代わ
りに払ってほしいという電話が頻繁にかかっ
てくるようになりました。何回か肩代わりし
たが、今回、息子宛てに総額数百万円の督促状
が届き、これ以上負担できずに困っています。

≪アドバイス≫借金は本人の問題であり、親
であっても保証人でなければ、代わりに支払
う義務はありません。本人が債務整理し、借金
から解放される方法もあります。
　また、借金から 5 年以上経過している場合、
時効援用ができる場合があります。本人と連
絡が取れ次第、1 日も早く、消費生活センター
に相談してください。

Ｑ

Ａ

相続人以外の者の
貢献の対価とは

家族の借金で困っている
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○トレーニングルーム

　各ルームの利用には、初回のみ本講習会の受講
が必要です。

【総合公園体育館】☎ 7125 － 1155
・毎週月木土…10 時、15 時 30 分～
・4日日…10 時～、18日日…15 時 30 分～
【関宿総合公園体育館】☎ 7198 － 8500
・休館日（5 日、12 日、19 日、26 日）
                 　　      以外…10 時、15 時 30 分～
○リフレッシュルーム
【野田公民館】☎ 7123 － 7818
3 日土、7 日水、10 日土
…11 時、13 時 30 分、17 時、19 時 30 分～
※いずれも対象は満 16 歳以上。運動のできる服装・
　室内用運動靴・タオルを持参
※月額利用料：市民 1,390 円、市民以外 2,085 円

～11月の新規利用者講習会　～

船橋杏
あ

月
づき
ちゃん

（H29.10.12生） 

「事故を起こさず巻き込まれないで」と声かけ

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
か
け

る
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
９
月
21
日
、
市
内
商
業
施
設
で
行
わ
れ
た
。

同
日
は
、
交
通
安
全

協
会
員
な
ど
が
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
。
１
日

警
察
署
長
を
担
当
し
た

市
内
配
送
会
社
に
勤
務

の
冨
高
友
理
奈
さ
ん
は

「
今
日
を
機
に
、
交
通

事
故
が
1
件
で
も
減
っ

て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

１
日
警
察
署
長
が
呼
び
か
け

岡田朔
さく

和
や
くん・岡田留

る

奈
な
ちゃん

（H27.11.7生・上） （H30.3.16 生・下）

「炊き立ての黒酢米はおいしい」との声も

農
産
物
直
売
所
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
で
、
9
月
29
日

と
30
日
に
「
秋
の
味
覚
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
た
。　

新
米
の
黒
酢
米
の
特
売
や
新
鮮
な
農
作
物
を
求
め
て

朝
早
く
か
ら
行
列
が
。

千
葉
テ
レ
ビ
「
お

じ
ゃ
ま
し
ま
す
！
市
町

村
街
か
ど
ク
イ
ズ
」
の

収
録
も
30
日
に
あ
り
、

ま
め
バ
ス
や
コ
ウ
ノ
ト

リ
な
ど
の
ご
当
地
ク
イ

ズ
に
参
加
し
た
市
民
が

笑
顔
で
答
え
て
い
た
。

旬
の
農
作
物
が
い
っ
ぱ
い
の
味
覚
フ
ェ
ア

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ク
イ
ズ
番
組
収
録
も



医師会から

健康ひと口メモ

◉急病センター・☎ 7125 － 1188
▣夜間急病診療（内科・小児科）…19 時～ 22 時（毎日） 
▣休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

◉子ども支援室（保健セン
ター 4階）・☎ 7125 － 1134

▣子ども（妊娠中～ 18 歳）に関する相談…8 時 30 分～ 17 時 15 分（平日）
▣母子健康手帳の交付…8 時３０分～ 17 時 15 分（平日と毎月第２日曜）

保健センター・☎ 7125-1188
関宿保健センター・☎ 7198-5０11

394
　

胸
や
け
を
訴
え
る
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
逆
流
性
食
道
炎
、
ま
た

は
胃
食
道
逆
流
症
と
い
わ
れ
る
状
態
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
病
気
で
な
い
こ
と
を
調
べ

る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
逆
流
性
食
道
炎
ま
た
は
胃
食

道
逆
流
症
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
際
も
、
薬
を
飲
む
ば
か

り
で
な
く
日
常
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

手
の
甲
の
し
わ
と
一
緒
で
加
齢
の
影
響
を
受
け
る

た
め
、
食
道
と
胃
の
接
合
部
は
、
年
齢
と
と
も
に
緩

く
な
り
ま
す
。

　

逆
流
性
食
道
炎
ま
た
は
胃
食
道
逆
流
症
は
、
胃
酸

が
食
道
に
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
症
状
が
起
こ
る
の

で
す
。

　

症
状
を
改
善
す
る
に
は
、
ま
ず
腹
八
分
目
の
食
事

で
す
。
風
船
と
同
じ
で
、
中
身
を
入
れ
す
ぎ
れ
ば
外

側
に
漏
れ
出
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
食
後
は
す
ぐ
に
横
に
な
ら
ず
に
30
分
く

ら
い
の
食
休
み
を
取
る
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
夜
寝
る
と
き
に
は
頭
の
方
を
少
し
高
く

し
ま
す
。

　

太
鼓
腹
や
下
着
に
よ
る
締
め
付
け
も
、
や
は
り
症

状
を
強
く
し
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
い
く
つ
か
の
対
策
を
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
・
Ｋ
）

胸
や
け

田
市
歯
科
医
師
会
☎
７
１
２
３
‐
１
３
６
１
・

７
１
２
８
‐
５
０
７
１
へ

　
超
音
波
検
査
に
よ
る
30
歳
代
の
乳
が
ん
検
診
を
11

月
、
12
月
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

費
用
は
400
円
で
、
対
象
は
30
年
度
中
に
30
歳
か
ら

39
歳
の
方（
年
度
末
年
齢
）で
す
。

　

昨
年
度
の
受
診
者
と
新
規
申
込
の
方
は
、
送
付
の

受
診
券
の
宛
名
面
に
受
診
日
、
受
付
時
間
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

受
診
券
に
指
定
日
時
の
記
載
が
な
い
方
は
、
予
約

が
必
要
で
す
。

　

指
定
日
時
に
都
合
が
悪
い
方
や
、
予
約
が
必
要
な

　

無
料
の
口
腔
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
必
ず
事
前

申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

予
約
時
間
の
希
望
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
野
田
市

歯
科
医
師
会
で
時
間
を
調
整
し
、
11
月
下
旬
に
予
約

の
時
間
を
記
載
し
た
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

【
日
程
・
場
所
】12
月
２
日
日
９
時
～
13
時（
申
込
時

に
い
ず
れ
か
の
時
間
帯
を
選
択
、
①
９
時
～
11
時
、

②
11
時
～
13
時
）・
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み
と
問
合
せ
】11
月
２
日
金
ま
で
に
野
田
市
歯

科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、
同

日
必
着
で
フ
ァ
ク
ス
か
は
が
き（「
口
腔
が
ん
検
診

希
望
」と
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
☎
・

①
か
②
の
い
ず
れ
か
の
検
診
希
望
の
時
間
帯
を
明

記
）で
〒
278
‐
０
０
０
３
鶴
奉
７
‐
４（
一
社
）野

方
は
10
月
24
日
水
以
降
の
9
時
か
ら
17
時
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
３
３
６

　
骨
や
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
が
衰
え
、
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運

動
器
症
候
群
）と
そ
の
予
防
を
テ
ー
マ
に
、
専
門
家

が
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
20
日
火
13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】関
宿
中
央
公
民
館（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
前
）

【
講
師
】竹
内
弥
彦
氏（
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
健

康
科
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
理
学
療
法
学
専

攻
准
教
授
）

【
定
員
・
持
ち
物
】先
着
50
人
・
筆
記
用
具

【
申
込
み
】10
月
22
日
月
か
ら
電
話
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
）か
直
接
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
２
０
２

　
省
エ
ネ
や
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
食
育
講
座
と
し
て
、
管

理
栄
養
士
の
講
話
と
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】12
月
７
日
金
10
時
～
14
時
・
保
健
セ

ン
タ
ー

【
対
象
】市
内
在
住
で
自
力
で
調
理
が
で
き
る
方

【
定
員
】先
着
24
人

※
参
加
者
以
外
の
同
伴
は
不
可

【
費
用
】300
円

【
持
ち
物
】エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

【
申
込
み
】10
月
22
日
月
9
時
か
ら
11
月
30
日
金
ま
で

に
電
話
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
）か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
３
３
０

【
問
合
せ
】乳
が
ん
検
診
と
か
ら
だ
喜
ぶ
専
門
家
の
話

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
食
育
講
座
は
保
健
セ
ン
タ
ー

無
料
の
検
診
で

口
腔
が
ん
を
早
期
発
見
・
治
療

は
じ
め
よ
う
！
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

か
ら
だ
喜
ぶ
専
門
家
の
話

30
歳
代
の
乳
が
ん
検
診



◎休日当番医の診療時間は、昼間＝9時～16時、夜間＝19時～22時です。休日当番医の診療は、外科・産婦人科・内科（昼間）は各医療機関にて、内科（夜間）
は急病センターで行います。休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎7124‐7272：コード番号6101）、または野田市ホー
ムページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1009852.html）で確認してください

（公財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒など
で起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒110番（365
日24時間）＝☎072（727）2499 ／つくば中毒110番365日（9時～
21時）＝☎029（852）9999

中毒
110 番

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
11
月
３
日
土
・
17
日
土
・
24
日
土
18
時
30
分
～
20
時
30
分
／
徳
永
俊
太
郎
☎
７
１
２
９
‐
７
３
３
８

◎
関
宿
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
木
間
ケ
瀬
公
民
館
＝
４
日
日
・
25
日
日
13
時
～
15
時
30
分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
‐
３
０
５
０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…
365
日
・
24
時
間
対
応
／

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎
072
（
726
）
９
９
２
２
（
無
料
）

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／
19
時
～
翌
朝
６
時
／

☎
♯
８
０
０
０
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は
☎
043
（
242
）
９
９
３
９
）

保健センターの健康に関する案内と休日当番医 千葉県野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に関す
る案内

☎ 7124 － 8155
※ HIV 抗体（エイズ）検査は、ク
ラミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎
の検査も同時に検査できます。

11
月

乳幼児健診
両親学級 歯科・栄養 乳がん検診

(40 歳代）     
乳がん検診
（30 歳代）

各地区
健康相談

健診は個人通知
3 歳児健康診査は 3 歳 6
か月で通知

【両親学級】
申し込みは電話で

【歯科の受付時間】
受付 :10 時～ 11 時 
　　 13 時～ 14 時

【離乳食講習会】　
13 時 30 分～ 15 時 30 分

【栄養相談会】　
９ 時～ 16 時

（正午～ 13 時を除く）

受付 :
９ 時～ 10 時 30 分
13 時～ 14 時 30 分

対象：40 歳代女性
（ マンモグラフィ検査 ）
※受診券に記載され
た受診日（宛名面）
と受付時間の変更に
は連絡が必要です

受付 :９ 時～ 10 時
　　　　　13 時～ 14 時
対象 :30 歳代女性
　　　　（ 超音波検査 ）
※完全予約制
※受診券に記載され
た受診日（宛名面）
と受付時間の変更に
は連絡が必要です

受付 :
９ 時 30 分～ 11 時 30 分

 会場 : 下記会場 会場 : 下記会場 会場 : 下記会場 会場 : 下記会場 会場 : 下記会場

１木 栄養相談会 
（保健センター） 保健センター 島会館

２金 ２歳３か月歯科相談
（保健センター）

３土
【昼間】外8＝小張総合病院（☎ 7124-6666）／内8＝スズキ皮フ科内科クリニック（☎ 7126-2285）／産8＝川間太田産婦人科医院（☎ 7127-1135）
【夜間】外8＝小張総合病院（☎ 7124-6666）／内8＝急病センター（☎ 7125-1188）／産8＝川間太田産婦人科医院（☎ 7127-1135）

４日
【昼間】外8＝野田中央病院（☎ 7122-6161）／内8＝うちだ内科クリニック（☎ 7127-8181）／産8＝小張総合病院（☎ 7124-6666）
【夜間】外8＝野田中央病院（☎ 7122-6161）／内8＝急病センター（☎ 7125-1188）／産8＝小張総合病院（☎ 7124-6666）

５月 両親学級コースⅠ -①
（保健センター）

２歳３か月歯科相談
（保健センター）

６火 3 歳児健康診査 
（保健センター）

７水 3 歳児健康診査 
（保健センター） 関宿保健センター ＨＩＶ抗体（エイズ）検査 13 時 30 分～

14 時 15 分（予約制・匿名・無料）※

8 木
９金 保健センター 保健センター 精神保健福祉相談 14 時～ 16 時

（予約制）

10 土

11 日
保健センター

【昼間】外8＝東葛クリニック野田（☎ 7124-3101）／内8＝あら山こどもクリニック（☎ 7129-7149）／産8＝アイレディースクリニック（☎ 7137-7661）
【夜間】外8＝キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）／内8＝急病センター（☎ 7125-1188）／産8＝アイレディースクリニック（☎ 7137-7661）

12 月 両親学級コースⅠ－②
（保健センター）

13 火 栄養相談会 
（関宿保健センター） 保健センター

14 水 3 か月児健康診査 
（保健センター）

２歳３か月歯科相談
（関宿保健センター）

15 木 3 か月児健康診査 
（関宿保健センター）

離乳食講習会 
（保健センター）

16 金 3 歳児健康診査 
（関宿保健センター） 保健センター

17 土 保健センター

18 日
【昼間】外8＝キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）／内8＝梅郷痛みと内科のクリニック（☎ 7126-1900）／産8＝キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）
【夜間】外8＝キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）／内8＝急病センター（☎ 7125-1188）／産8＝キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）

19 月
両親学級コースⅠ－③

（保健センター）
1 歳 6 か月児健康診査

（関宿保健センター）

栄養相談会 
（保健センター） 保健センター

20 火 1 歳 6 か月児健康診査 
（保健センター） 保健センター

21 水 1 歳 6 か月児健康診査 
（保健センター）

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査 9 時 15 分～ 10 時
（予約制・匿名・無料）※

22 木 ２歳３か月歯科相談
（保健センター） 谷吉会館

23 金
【昼間】外8＝梅郷整形外科クリニック（☎ 7125-2011）／内8＝江医院（☎ 7124-2831）／産8＝小張総合病院（☎ 7124-6666）
【夜間】外8＝小張総合病院（☎ 7124-6666）／内8＝急病センター（☎ 7125-1188）／産8＝小張総合病院（☎ 7124-6666）

24 土

25 日
【昼間】外8＝門倉医院（☎ 7124-5311）／内8＝尾崎台クリニック（☎ 7127-6677）／産8＝川間太田産婦人科医院（☎ 7127-1135）
【夜間】外8＝キッコーマン総合病院（☎ 7123-5911）／内8＝急病センター（☎ 7125-1188）／産8＝川間太田産婦人科医院（☎ 7127-1135）

26 月 保健センター（最終日）

27 火
すくすく（低出生体重
児）健康診査

（保健センター）
精神保健福祉相談 14 時～ 16 時

（予約制）

28 水 3 か月児健康診査 
（保健センター） 保健センター

29 木
30 金 保健センター



リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
⑤
☎
、
⑥
金
額
（
有
償
の
場

合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り
ま
す
」
の
価

格
応
談
は
不
可
）
を
記
入
し
て
、
〒
278

‐
８
５
５
０
野
田
市
役
所
清
掃
計
画
課

「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
係
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
20
日
ま
で
に

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

◆
ご
み
収
集
＝
11
月
23
日
金
は
通
常
通

り
収
集
予
定
で
す

◆
資
源
回
収
＝
11
月
３
日
土
、
23
日
金

が
回
収
日
の
団
体
は
通
常
通
り
回
収
予

定
で
す

○
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資
源

回
収
日
時
＝
10
月
28
日
日
、
11
月
25
日
日

８
時
30
分
～
11
時
30
分
と
13
時
～
16
時

※
回
収
場
所
…
再
資
源
化
事
業
協
同
組

合
（
西
三
ケ
尾
410
‐
２
）、
旧
関
宿
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
古
布
内
１
９
４
０

‐
１
）

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
‐
１
０
０
１
／
資
源
回

収
、
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時

資
源
回
収
日
時
は
清
掃
計
画
課

【
譲
り
ま
す
】

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

　

あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
を
も
う

一
度
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」

の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
申
込
方
法

①
提
供
者
（
希
望
者
）
は
、
は
が
き
で

市
に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
が

な
い
か
審
査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希

望
者
は
直
接
、
連
絡
・
交
渉
す
る
と
い

う
形
で
す
。

　

提
供
者（
希
望
者
）は
、は
が
き
に「
譲

り
ま
す
」・「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
い

ず
れ
か
を
記
し
た
上
で
、
①
品
物
名
、

祝
日
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収
な
ど

品
物
名

購
入
年

希
望
金
額　

備　
　

考

連
絡
先

岩
名
中
学
校

制
服
ほ
か

平
成
26
年

1
万
円

女
子
用
、
冬
用
セ
ー
ラ
ー
服
上

下
、
夏
用
ス
カ
ー
ト
、
夏
用
半

袖
白
色
ブ
ラ
ウ
ス
、
白
帽
子
、

か
ば
ん

河
野
☎
７
１
１
５
・
０
０
１
６

（
留
守
番
電
話
に
伝
言
可
）

織
田
裕
二
写

真
集

不
明

千
円

大
型
版

根
本
☎
080
・
８
４
０
７
・
０
１
１
０

郵
送
希
望
の
場
合
は
送
料
別

は
が
き
保
存

フ
ァ
イ
ル

不
明

500
円

計
15
冊

Ｆ
Ｍ
・
Ａ
Ｍ

小
型
ラ
ジ
オ

不
明

800
円

新
品
、
イ
ヤ
ホ
ン
未
使
用

エ
レ
ク
ト
ー
ン
不
明

無
料

ヤ
マ
ハ
製
、
Ｈ
Ｓ
‐
８
、
黒

色
、
幅
108
セ
ン
チ
×
奥
行
54

セ
ン
チ
×
高
さ
100
セ
ン
チ
、

重
さ
80
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
美
品

深
津
☎
090
・
５
８
２
３
・
３
１
９
９

（
17
時
以
降
の
連
絡
希
望
）

取
り
に
来
ら
れ
る
方

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
平
成
19
年

１
万
円

カ
ト
ー
ジ
製
、マ
ッ
ト
レ
ス
・

掛
布
団
・
枕
あ
り
、
未
使
用
増
田
☎
090
・
４
９
１
８
・
５
２
１
９

パ
ソ
コ
ン
デ

ス
ク

平
成
18
年
ご
ろ
無
料

幅
80
セ
ン
チ
×
奥
行
67
セ
ン

チ
×
高
さ
119
セ
ン
チ

白
石
☎
080
・
９
２
７
７
・
１
６
９
３

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
て
連
絡
希
望
）

取
り
に
来
ら
れ
る
方

介
護
用
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ

平
成
17
年

1
万
円

家
具
調
木
製
、
数
回
の
み
使

用
、
美
品

阿
部
☎
080
・
３
４
３
０
・
３
９
２
７

ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン

平
成
21
年

1
万
円

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
、
Ｍ
Ｓ
オ

フ
ィ
ス
２
０
１
３
付
き

染
谷
☎
090
・
６
３
４
９
・
２
９
２
４

（
19
時
以
降
の
連
絡
希
望
）

品
物
名

希
望
金
額
　

備　
　

考

連
絡
先

衣
類
乾
燥
機

６
千
円

４
～
４
・
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ

イ
プ
、
平
成
22
年
製
以
降
の
も

の
を
希
望
、
台
付
き
で
も
可

中
山
☎
090
・
５
３
４
８
・
７
９
８
９

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

◆
小
中
学
校
の
臨
時
教
職
員
候
補
者

（
講
師
）
の
登
録
会

10
月
30
日
火
９

時
30
分
か
ら
東
葛
飾
合
同
庁
舎
（
松
戸

市
）
で
。
東
葛
飾
教
育
事
務
所
管
内

（
松
戸
・
柏
・
野
田
・
流
山
・
我
孫
子
・

鎌
ケ
谷
）
の
小
・
中
学
校
に
勤
務
を
希

望
す
る
方
。
問
同
事
務
所
☎
047
（
361
）

２
１
２
４

◆
野
田
市
公
共
下
水
道
運
営
審
議
会

10
月
26
日
金
13
時
30
分
か
ら
市
役
所
８

階
大
会
議
室
で
。
先
着
10
人
。
13
時
か

ら
受
付
。
問
下
水
道
課

  

募　

集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費（
月8
は
月
会
費
、
年8
は

年
会
費
、
入8
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
教

室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す

◆
な
が
れ
や
ま
マ
ー
チ

月
３
回
の
不

定
期
10
時
～
正
午
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
（
流
山
市
）
で
。
楽
器
を
演
奏
し
た

い
マ
マ
さ
ん
。
１
回
100
円
。
鈴
木
☎
080

‐
５
０
５
１
‐
７
５
５
９

◆
日
本
空
手
協
会
野
田
支
部
南
空
会

毎
週
火
18
時
～
21
時
み
ず
き
小
学
校
、

毎
週
土
17
時
30
分
～
21
時
南
部
梅
郷

公
民
館
で
。
子
ど
も
～
シ
ニ
ア
。
月8

３
千
500
円
。
杉
﨑
☎
７
１
２
５
‐

４
３
９
３

◆
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

毎
月
第
１
木
13
時

30
分
～
15
時
30
分
木
間
ケ
瀬
公
民
館
で
。

ヨ
ガ
の
呼
吸
法
と
笑
い
の
体
操
。１
回
500

円
。鈴
木
☎
090
‐
１
６
９
４
‐
８
６
９
９

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
88
団

毎
月
第
２
・
第
４
日
９
時
30
分
～
11
時

30
分
七
光
台
会
館
、
北
部
公
民
館
な
ど

で
。
小
学
１
年
～
３
年
。
月8
千
500
円
。

入8
２
千
円
。
船
山
☎
090
‐
２
４
７
７

‐
０
９
７
７

◆
シ
ャ
ン
テ
ィ
ヨ
ガ

月
２
回
月
中
央

公
民
館
、
月
３
回
水
東
部
公
民
館
で
。

い
ず
れ
も
19
時
30
分
～
20
時
30
分
。
初

心
者
～
中
級
者
。
３
回
で
２
千
円
。
渡

辺
☎
090
‐
１
６
０
０
‐
２
５
９
４

  

会
議
な

ど

の
傍
聴

  

会
員
募
集



　

肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
の
原
因
の
４
分

の
１
程
度
を
占
め
、
肺
炎
以
外
に
も
呼

吸
器
感
染
症
な
ど
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
す
べ
て
の

肺
炎
を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
接
種
す
る
こ
と
で
重
症
化
を

防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
早
め

に
接
種
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
高
齢

者
等
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

と
市
独
自
の
任
意
接
種
を
市
が
契
約
し

た
医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
費
用
は
い
ず
れ
も
１
人
当
た
り

２
千
円
で
、
期
限
は
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

◆
国
が
定
め
る
定
期
接
種

　

国
が
定
め
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象

者
は
、
①
31
年
３
月
31
日
現
在
で
、
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90

歳
、
95
歳
、
100
歳
と
な
る
方
と
、
②
接

種
当
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
疾
患
で
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
接
種
券（
は
が

き
）を
送
付
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

は
が
き
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
定
期
接
種
対
象
外
で
も
接
種
可
能

　

市
で
は
、
高
齢
者
等
肺
炎
球
菌
ワ
ク

高
齢
者
等
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お
早
め
に

チ
ン
を
さ
ら
に
多
く
の
方
に
受
け
て
い

た
だ
こ
う
と
、市
独
自
の
助
成
と
し
て
、

65
歳
以
上
で
定
期
接
種
対
象
外
の
方
で

も
、
同
じ
２
千
円
の
負
担
金
で
受
け
ら

れ
る
任
意
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

野
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
予
防

接
種
を
自
ら
の
意
思
で
希
望
す
る
方
が

対
象
で
す
。

　

希
望
す
る
方
は
事
前
申
込
が
必
要
で

す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
を
持

参
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
・
任
意
接
種
の

対
象
に
該
当
し
て
も
過
去
に
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
を
受
け
た
方
や
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
方
は
接
種
の
対

象
外
で
す

◆
自
己
負
担
金
が
免
除
と
な
る
方

　

次
の
方
は
、
事
前
の
申
請
で
自
己
負

担
金
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
】①
生
活
保
護
受
給
の
方
、②「
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人

等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
」に
よ
る
支
援
給
付
を
受

け
て
い
る
方
、
③
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方

　

対
象
と
な
る
方
は
事
前
に
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５

‐
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
９
８
‐
５
０
１
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
３
４
５

定
期
接
種
と
任
意
接
種

　

危
険
度
に
応
じ
、
教
室
・
相
談
に
１

回
参
加
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ス（
動
機

付
け
支
援
）や
、
個
別
面
接
と
教
室
後

に
電
話
な
ど
に
よ
り
継
続
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
コ
ー
ス（
積
極
的
支
援
）を

案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。保
健
師
・

管
理
栄
養
士
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

の
で
、積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５

‐
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
９
８
‐
５
０
１
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】特
定
健
康
診
査
は
１
０
０

０
３
２
９
、
若
者
健
康
診
査
は
１
０
１

５
５
３
０
、
特
定
保
健
指
導
は
１
０
０

０
３
３
０

　

市
の
国
保
加
入
者
に
、
糖
尿
病
や
脂

質
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
予
防
の
た
め
、
無
料
の「
特
定
健
康

診
査
」（
40
歳
～
74
歳
）と「
若
者
健
康
診

査
」（
18
歳
以
上
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
し
た

の
で
お
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
診
期
間
】11
月
30
日
金
ま
で

※
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く

【
場
所
】市
が
契
約
し
た
医
療
機
関

◆
特
定
保
健
指
導
で
予
防
教
室
を
案
内

　

特
定
健
康
診
査
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
や
生
活
習
慣
病
の
危
険
性
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
方
に
、
郵
送
で
通
知
し

特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
で
メ
タ
ボ
予
防
を

【
定
員
】
各
先
着
20
人

【
費
用
】
300
円

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆

記
用
具

【
問
合
せ
】
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
２
５
‐
１
１
８
８
へ

　

市
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
食
生
活
改

善
推
進
員
に
よ
る「
健
康
づ
く
り
料
理

講
習
会
」を
行
い
ま
す
。

　

各
回
、
管
理
栄
養
士
や
保
健
師
が
健

康
管
理
へ
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

【
時
間
】9
時
30
分
～
13
時
30
分 各

地
区
で
健
康
づ
く
り
講
習
会

■料理講習会の日程

12
月
７
日
金

12
月
５
日
水

12
月
４
日
火

11
月
28
日
水

11
月
22
日
木

11
月
21
日
水

11
月
16
日
金

日
程

「
ム
リ
な
く　

楽
し
く　

お
い
し
く
減
塩

～
味
わ
う
力
を
身
に
つ
け
よ
う
！
」

内
容

東
部
公
民
館

南
部
梅
郷
公
民
館

関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

福
田
公
民
館

北
部
公
民
館

保
健
セ
ン
タ
ー

川
間
公
民
館

保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

の
だ
ま
め
学
校
出
前
講
座「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

　

介
護
予
防
へ
の
関
心
や
知
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
の
だ
ま
め

学
校
出
前
講
座
」
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
９
日
金
10
時
30
分
～

11
時
30
分

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
「
元
気
」

【
対
象
】
65
歳
以
上

【
定
員
】
先
着
15
人
（
当
日
会
場
へ
）

【
持
ち
物
】動
き
や
す
い
服
装
で
飲
み

物
、
タ
オ
ル
、
の
だ
ま
め
学
校
の
学

生
証
（
お
持
ち
の
方
）

【
問
合
せ
】
同
サ
ロ
ン
☎
７
１
３
７

‐
９
５
２
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
２
５
４
４
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【
対
象
】
市
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

市
民
セ
ミ
ナ
ー
に

　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
受
講
料
】
無
料

※
一
部
の
講
座
（
※
印
）
は
有
料
で
す

【
申
込
み
】
直
接
、
会
場
と
な
る
公
民

暮 ら し の 安 全 ・安 心 を 考 え る ～地域のためにできること～
◆会場：東部公民館（☎ 7122 ‐ 4202） 定員 20人
No. 日時 テーマ・内容

１
12月6日木
14時～16時

地域に求められる防犯活動
　犯罪心理学の視点から、地域の防災意識の向上、地域
活動の重要性を考えます。

２
12月12日水
14時～16時

災害時における要配慮者の人権
　福祉施設を例に、災害時の要配慮者に対する支援につ
いて理解を深めます。

３
平成31年
1月16日水
8時 30 分～17 時

移動学習（防災体験学習施設 そなエリア東京）（※）
　想定される具体的な災害について体験的に学び、防災・
減災の知恵や自助・共助の大切さを考えます。

４
平成31年
2月6日水
14時～16時

被災時の実際と災害時の簡単！おいしい！調理法（※）
　平成 25 年に野田市で発生した竜巻の状況を改めて知
り、災害に対処するための行動について考えます。

館
窓
口
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電

話
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

【
応
募
期
間
】
10
月
16
日
火
～
30
日
火

（
月
を
除
く
）
の
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
土
は
12
時
30
分
ま
で
）

【
受
講
者
の
決
定
】
応
募
者
が
多
数
の

場
合
は
、
10
月
31
日
水
10
時
か
ら
、
各

会
場
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
（
会
場

に
は
自
由
に
入
場
が
可
能
）

【
通
知
方
法
】
受
講
で
き
る
方
に
は
、

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
抽
選
に
漏
れ
た

方
に
は
通
知
し
ま
せ
ん

【
そ
の
他
】
各
コ
ー
ス
と
も
、
日
程
や

内
容
の
一
部
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　

ま
た
、
応
募
者
が
極
端
に
少
な
い
場

合
は
、
開
講
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

【
問
合
せ
】
詳
細
は
、
会
場
と
な
る
公

民
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

を
考
え
る
は
１
０
１
７
８
７
９
、
野
田

地
域
の
近
代
史
は
１
０
１
７
４
９
４
、

異
常
気
象
と
私
た
ち
の
生
活
は
１
０
１

７
４
９
３

野 田 地 域 の 近 代 史 ～明治から平成までの風景の移り変わり～
◆会場：中央公民館（☎ 7124 ‐ 1558） 定員 30人
No. 日時 テーマ・内容

１
11月13日火
14時～16時

通運丸
　鉄道開通前の明治・大正時代に近代貨客船として利根
川水系で活躍した蒸気船。その中でも代表する通運丸に
ついて学びます。

２
11月20日火
14時～16時

利根運河
　なぜ利根運河に日本初の西洋式運河を取り入れたのか。
当時の利根運河の目的、役割について学びます。

３
11月27日火
14時～16時

醤油の町 野田
　醤油産業として繁栄した野田の名所や名跡。当時の街
並みについて学びます。

４
12月4日火
14時～16時

鉄道
　河川交通に代わり、貨物輸送を担った東武鉄道につい
ての歴史を学びます。

異 常 気 象 と 私 た ち の 生 活
◆会場：関宿中央公民館（☎ 7198 ‐ 2166） 定員 30人
No. 日時 テーマ・内容

１
11月8日木
14時～16時

異常気象の検証とメカニズム
　近年、世界で起こっている異常気象について、実例を
基に検証を行ないます。

２
11月22日木
14時～16時

未来予報図
　現在までの気象を検証し、未来の気象を予測します。
また、私達が取り組める温暖化対策も学習します。

３
12月6日木
14時～16時

異常気象に即した健康管理
　今後起こりうる様々な異常気象の中で、熱中症など健
康管理に気を付けなければならない点とその対応などに
ついて専門家の観点から学びます。

４
12月13日木
8時30分～17時

移動学習（※）
　気象予報の昔・今・未来を学習するため、観測業務や
観測機器などの専門機関の施設を見学します。

現
代
社
会
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ「
市
民

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
人
権
や
近

代
史
、
異
常
気
象
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
項(

各
コ
ー
ス
共
通
）



❷

　
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
よ
い
遊
び
と
創
造
の
文
化
を
、

み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
健
全

な
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
趣

旨
に
賛
同
す
る
市
内
の
青
少
年
の
育
成

に
携
わ
る
団
体
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
場
を
大
き
く
４
つ
の

コ
ー
ナ
ー
「
あ
そ
ぶ
」、「
つ
く
る
」、「
体

験
す
る
」、「
食
べ
る
」
に
分
け
、
コ
ー

ナ
ー
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
参
加
者

と
来
場
者
全
員
に
よ
る「
風
船
と
ば
し
」

も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。　

ぜ
ひ
、遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
21
日
日
10
時
～
14
時

【
会
場
】
中
央
小
学
校
（
雨
天
の
場
合

は
体
育
館
）

【
対
象
】
野
田
市
の
子
ど
も
た
ち
（
内

容
的
に
は
小
学
生
向
け
）

【
入
場
料
】
無
料
（
コ
ー
ナ
ー
に
よ
り

有
料
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
あ
り
）

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
内
容
】

◆
あ
そ
ぶ

リ
ー
ダ
ー
ス
と
遊
ぼ
う
、
輪
投
げ
と
ビ

ン
ゴ
、
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
ト
（
ら
く
が

き
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ダ
ー
ツ
、
水
中

コ
イ
ン
、
お
は
し
で
豆
つ
か
み
、
ビ
ッ

グ
な
輪
投
げ

◆
つ
く
る

竹
け
ん
玉
、ク
ラ
フ
ト
、伝
承
遊
び
（
お

手
玉
・
折
り
紙
）、
し
お
り
人
形
づ
く
り

◆
体
験
す
る

巨
大
ク
レ
ー
ン

◆
食
べ
る

バ
ク
ダ
ン
実
演
（
ポ
ン
菓
子
）、
野
田

醤
油
も
ろ
み
焼
う
ど
ん
・
パ
ン

【
参
加
団
体
】

◆
野
田
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

・
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

・
仲
下
太
子
堂
子
ど
も
会

◆
野
田
市
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協
議
会

・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
野
田
第
１
団

　

川
間
、
木
間
ケ
瀬
、
二
川
公
民
館
で

公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
の
公
民
館
活
動
の
成
果
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

◆
川
間
公
民
館
ま
つ
り

【
日
時
】
作
品
展
示
は
11
月
17
日
土
９

時
～
16
時
、
18
日
日
９
時
～
15
時
、
舞

台
発
表
は
25
日
日
10
時
～
15
時

【
作
品
展
示
】
油
絵
、
書
道
、
手
芸
、

水
彩
画
、
俳
句
、
写
真
、
ペ
ン
習
字
、

論
語
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

折
り
紙
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
、
樹
脂
粘
土
、

お
茶
（
有
料
）、絵
手
紙
、川
間
小
学
校
・

尾
崎
小
学
校
児
童
の
作
品
（
絵
画
、
習

字
、
家
庭
科
作
品
）
な
ど

【
舞
台
発
表
】
健
康
体
操
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
民
謡
、
民
謡
舞
踊
、

男
声
合
唱
、
軽
音
楽
、
詩
吟
、
三
味
線
、

群
舞
な
ど

【
問
合
せ
】
川
間
公
民
館
☎
７
１
２
９

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
88
団

◆
野
田
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

◆
野
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

◆
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

◆
野
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

◆
野
田
市
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会

◆
野
田
醤
油
一
番
隊

【
主
催
】
第
40
回
野
田
市
こ
ど
も
ま
つ

り
実
行
委
員
会

【
問
合
せ
】
青
少
年
課
☎
７
１
２
５
‐

２
６
３
９

‐
４
０
０
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
７
４
０
１

◆
木
間
ケ
瀬
公
民
館
ま
つ
り

【
日
時
】
11
月
17
日
土
９
時
～
16
時
、

18
日
日
９
時
～
15
時
（
舞
台
発
表
は
18

日
日
の
み
）

【
作
品
展
示
】
手
芸
、
編
み
物
、
切
り
絵
、

書
道
、
水
彩
画
、
日
本
画
、
篆て
ん
こ
く刻
、
俳

句
な
ど

【
舞
台
発
表
】
合
唱
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、

日
本
舞
踊
、
体
操
＆

ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、

空
手
道
演
武
、
木
間

ケ
瀬
小
学
校
児
童
の

発
表
会
な
ど

【
問
合
せ
】
木
間
ケ
瀬
公
民
館
☎
７
１

９
８
‐
３
１
７
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
７
３
２
０

◆
二
川
公
民
館
ま
つ
り

【
日
時
】
11
月
24
日
土
９
時
～
16
時
、

25
日
日
９
時
～
15
時

【
作
品
展
示
】
水
引
ア
ー
ト
、
絵
手
紙
、

書
道
、
ク
ラ
フ
ト
ド
ー
ル
、
二
川
小
学

校
児
童
・
二
川
中
学
校
生
徒
の
作
品
な
ど

【
舞
台
発
表
】
二
川
小
学
校
児
童
・
二

川
中
学
校
生
徒
の
発
表
会
、
大
正
琴
、

健
康
体
操
、
合
唱
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民

謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
空
手
、
ダ
ン

ス
、
着
付
け
、
バ
レ
エ
な
ど

【
問
合
せ
】
二
川
公
民
館
☎
７
１
９
６

‐
２
０
２
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
７
５
１
６

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
は
各
公
民
館
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館
ま
つ
り
の
ご
案
内

【
第
40
回
野
田
市
こ
ど
も
ま
つ
り
】

テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
遊
び
の
広
場
」

楽
し
く
遊
ぼ
う
中
央
小
学
校
！

公
民
館
の
活
動
に

ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を



❸

図
書
館
か
ら
のお

知
ら
せ

　
「
読
書
週
間
」
は
、
戦
後
ま
も
な
い

昭
和
22
年
、ま
だ
戦
後
の
混
乱
期
の
中
、

「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
、
平
和
な
文
化

国
家
を
作
ろ
う
」
と
い
う
決
意
の
下
、

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
毎
年
開
催
さ
れ
、
日
本
の

国
民
的
行
事
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

　
「
読
書
週
間
」
は
、
読
書
の
楽
し
さ

を
伝
え
、
す
べ
て
の
世
代
の
人
た
ち
に

本
に
親
し
む
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
図
書
館
の
利
用
者
登
録

を
し
て
、図
書
館
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
期
間
】
10
月
27
日
土
～
11
月
９
日
金

（
11
月
３
日
の
「
文
化
の
日
」
を
中
心

に
２
週
間
）

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
暗
証
番
号
の

登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
さ
ら
に
便
利
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
の
申
請
は
、
市
内
い
ず
れ
か
の

図
書
館
に
来
館
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
Ｅ
メ
ー
ル
を
登
録
し
た
場
合
の
便
利

な
機
能

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
資
料
の
予
約

（
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
可
能

な
資
料
で
、
点
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
用
意
で
き
た
資
料
の
連
絡
は

メ
ー
ル
で
行
い
ま
す
）

・
利
用
状
況
の
確
認

・
貸
出
期
間
の
延
長
の
手
続

【
問
合
せ
】
興
風
図
書
館
☎
７
１
２
３-

７
６
１
１

　

野
田
市
出
身
者
や
市
内
で
活
躍
中
の

ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
真
打
ち
ま
で
出
演
す

る
落
語
と
浪
曲
を
披
露
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
31
年
２
月
24
日
日
13
時

30
分
開
演
（
13
時
開
場
）

【
会
場
】
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

【
対
象
】小
学
生
以
上（
未
就
学
児
不
可
）

【
料
金
】
前
売
千
円
、当
日
千
200
円
（
全

席
自
由
）

※
10
月
20
日
土
発
売

【
問
合
せ
】
野
田
市
文
化
会
館
☎
７
１

２
４
‐
１
５
５
５

　

柏
市
立
柏
高
等
学
校
の
卒
業
生
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
た
先
輩
後
輩
デ
ュ
オ
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
編
成

の
「
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｏ　

ａ　

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ

ｏ
」。

　

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
、
魅

力
的
に
聞
か
せ
る
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

第
21
回
野
田
市

民
俗
芸
能
の
つ
ど
い

【
日
時
】
平
成
31
年
１
月
27
日
日
14
時

開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

【
会
場
】
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

【
料
金
】
一
般
は
前
売
千
600
円
、
当
日

２
千
円
、
高
校
生
以
下
は
前
売
、
当
日

と
も
千
円
（
全
席
自
由
）

※
好
評
発
売
中

民
俗
芸
能
を次世

代
に

　

市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
保
存
・

継
承
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
今
年
で
21
回
目
と
な
る
「
野
田

市
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

２
０
１
８

　
　
　

第
72
回
「
読
書
週
間
」【標語】ホッと一息 本と一息

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と

暗
証
番
号
を
登
録
し
よ
う 

　

当
日
は
、
民
俗
芸
能
を
継
承
し
て
い

る
団
体
や
、
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
内
小
中
学
校
の
団
体
が
出
演
し
て
、

お
囃は
や
し子
や
踊
り
、
獅
子
舞
な
ど
を
披
露

し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
２
日
日
正
午
開
演
（
11

時
30
分
開
場
）

【
会
場
】
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
出
演
団
体
】
柳
沢
は
や
し
会
、
バ
ッ

パ
カ
獅
子
舞
保
存
会
、
梅
后
流
江
戸
芸

か
っ
ぽ
れ
梅
さ
と
道
場
、
野
田
里
神
楽

保
存
会
（
鶴
嶋
は
や
し
会
、
中
野
台
大

杉
ば
や
し
、
中
里
喜
楽
会
な
ど
）、
清

水
台
小
学
校
、
中
央
小
学
校
、
宮
崎
小

学
校
、
柳
沢
小
学
校
、
福
田
第
一
小
学

校
、
東
部
小
学
校
、
川
間
中
学
校

【
問
合
せ
】
野
田
市
民
俗
芸
能
の
つ
ど

い
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課

内
）野

田
市
文
化
会
館

事
業
の
ご
案
内

管
楽
器
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｏ 

ａ 

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｏ

「
誰
も
が
楽
し
め
る

唯
一
無
二
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

第
14
回
け
や
き
寄
席



❹

　

エ
ク
セ
ル
で
の
住
所
録
の
作
成
方
法

と
ワ
ー
ド
へ
の
差
込
印
刷
の
方
法
を
、

学
び
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
６
日

火
、
９
日
金
、
13
日

火
10
時
～
正
午
（
全

３
回
）

【
会
場
】
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
・
情
報
活

用
コ
ー
ナ
ー

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

20
歳
以
上
で
マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入
力

が
で
き
る
方

【
定
員
】
23
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

【
費
用
】
500
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
申
込
方
法
】
10
月
31
日
水
必
着
で
往
復

は
が
き
（
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

☎
を
明
記
）
か
直
接
返
信
用
は
が
き
持
参

で
野
田
公
民
館
（
〒
278-

０
０
３
５
中
野

台
168-

１
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

す
。

【
日
時
】
11
月
10
日
、
12
月
８
日
、
平

成
31
年
１
月
12
日
、
２
月
９
日
の
土
10

時
～
正
午

【
会
場
】
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
・
情
報
活

用
コ
ー
ナ
ー

【
対
象
】
市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い
者

と
そ
の
家
族
、
ま
た
は
視
覚
障
が
い
者

支
援
に
興
味
が
あ
る
方

【
定
員
】
各
回
６
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
10
月
31
日
水
ま
で
に
電

話
か
野
田
公
民
館
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
野
田
公
民
館
☎
７
１
２
３-

７
８
１
８

終
戦
か
ら
１
年
後
に
貫
太
郎
翁
が
新
聞

に
語
っ
た
心
情
を
め
ぐ
る
、
吉
田
茂
と

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
往
復
書
簡
を
展
示
し

て
、
貫
太
郎
翁
の
終
戦
時
の
心
情
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
貫
太
郎
翁
が
銃

撃
さ
れ
た
二
・
二
六
事
件
に
つ
い
て
、

現
場
に
い
た
タ
カ
夫
人
の
肉
声
を
基
に

作
成
し
た
、
映
像
資
料
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

　

貴
重
な
資
料
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】11
月
４
日
日
ま
で（
月
は
休
館
）

【
時
間
】
９
時
～
17
時

　

講
演
会
で
は
、
早
稲
田
大
学
教
育
学

部
講
師
の
望
月
雅
士
氏
に
「
鈴
木
貫
太

郎
の
信
念
～
『
木
戸
幸
一
日
記
』
を
通

し
て
」
と
題
し
て
、
鈴
木
貫
太
郎
内
閣

で
内
大
臣
を
務
め
た
木
戸
幸
一
が
記
し

た
「
木
戸
幸
一
日
記
」
を
手
掛
か
り
に
、

戦
争
終
結
の
た
め
に
「
聖
断
」
を
仰
ぐ

と
い
う
貫
太
郎
翁
の
政
治
的
信
念
に
つ

い
て
、
二
・
二
六
事
件
や
上
海
事
変
で

の
動
向
を
交
え
つ
つ
、
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
約
110
人
が
参
加
し
、

講
演
後
も
活
発
に
質
問
が
さ
れ
、
予
定

時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
な
ど
、
大
盛
況

で
し
た
。

始
ま
っ
た
」
が
放
送
さ
れ
、
鈴
木
貫
太

郎
記
念
館
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
て
も
反
響
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
質
問
も
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
特
に
多
か
っ
た
紙
資

料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

放
送
で
は
、
貫
太
郎
翁
の
直
筆
メ
モ

を
素
手
で
取
り
扱
っ
た
場
面
が
放
映
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、「
手
袋
を
着
用
す
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
」
と
の
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
資
料
は
丁
寧
に
、
そ
し
て
清

潔
に
と
い
う
意
識
か
ら
、
よ
く
手
袋
を

着
用
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
場
面
を

見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
資

料
に
当
て
は
ま
る
取
扱
方
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

指
紋
を
付
着
さ
せ
て
は
い
け
な
い
写

真
な
ど
で
は
、
手
袋
の
着
用
は
必
要
で

す
が
、
紙
資
料
を
扱
う
際
は
、
手
袋
に

よ
り
指
先
の
感
覚
が
失
わ
れ
る
こ
と
で

力
加
減
を
誤
っ
た
り
、
手
袋
そ
の
も
の

が
紙
の
繊
維
な
ど
に
引
っ
か
か
り
、
資

料
を
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
清

潔
な
素
手
に
よ
る
取
り
扱
い
が
一
番
良

い
方
法
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
文
化
庁
主

催
の
講
習
会
で
も
同
様
に
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
も
、
学
芸
員
は
素
手
で
取
り
扱

う
前
に
、
何
度
も
手
を
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
し
、
貴
重
な
資
料
を
傷
ま
せ
な
い
配

慮
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

欅
の
ホ
ー
ル
野
田
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
ご
案
内

中
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
で

年
賀
状
を
つ
く
ろ
う

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

音
声
ソ
フ
ト
の
操
作
方
法
や
文
字
入

力
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
な
ど
を
学
び
ま

鈴
木
貫
太
郎
翁

没
後
70
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
日

本
を
終
戦
に
導
き
、
終
戦
後
に
は
関
宿

地
域
の
酪
農
発
展
に
力
を
尽
く
さ
れ
た

鈴
木
貫
太
郎
翁
が
、
関
宿
の
地
で
亡
く

な
っ
て
か
ら
70
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
鈴
木
貫
太
郎
記

念
館
で
は
、
鈴
木
貫
太
郎
翁
没
後
70
周

年
記
念
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、「
宰
相
鈴
木

貫
太
郎
の
終
戦
時
心
情
」
と
題
し
て
、

　

ま
た
、
８
月
12
日
日
に
は
、
い
ち
い

の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
鈴
木

貫
太
郎
翁
没
後
70
周
年
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

◆
資
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

８
月
19
日
日
に
は
、
テ
レ
ビ
東
京
の

「
池
上
彰
の
戦
争
を
考
え
る
ス
ペ
シ
ャ

ル
～
『
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』
が
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